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４. まとめ

• 日本の大学においては、総じて学内にデータが散在し
ており、収集が困難、収集できても活用までに乗り越
えるべき障壁が多数存在。

• 学内データの収集・活用が難しいようであれば、公開
データを用いることで、自大学の現状把握とともに他
大学とのベンチマーキングなども実施できるため、こ
こから着手し、データに基づく意思決定を推進する文
化を醸成していくことが肝要。

• 公開データの可視化に当たっては、活用を促進する
ユーザコミュニティの形成、可視化の手法や効果的な
図表等を作成するための研修の機会が不可欠。
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